
㌧

國

民

性

と

経

濟

(

一
)

■

1

ヘ
ル

マ
ン

。
レ
ヴ
イ
に
於

け
る

一
研
究
紹
介

ー室

谷

賢

治

郎

凡
そ
歴
史
を
把
握
す
る
方
法
は
之
を
大
別
し
て
唯
物
論
的
の
も
の
と
観
念
論
的
の
竜
の
と

二
つ
に
駕
す
こ
と
が
出

來
や
う
。
唯
物
論
的
な
る
歴
史
観
の
尖
端
に
立

つ
竜

の
は
、

マ
ル
ク

ス
流
の
唯
物
史
観
で
あ
う
、
観
念
論
的
史
観
を

代
表
す
る
も
の
は
ラ

ム
プ

レ
ヒ
ト
の
史
眼
で
あ
る
。
爾
者
は
謂

は
璽
劃
角
線
的
に
相
反
す
る
見
方
を
歴
史
の
上
に
與

へ
る
の
で
あ

つ
て
、
前
者
が
肚
會
に
於
け
る
生
産
力
と
生
産
關
係
の
矛
盾
を
以
て
歴
史
構
成

の
原
動
力
と
観
れ
ば
、

後
者
は
國
民
心
理
の
相
異
に
よ

つ
て
史
的
磯
展

の
理
解

の
鍵
を
握
ら
ん
と
す
る
。
即
ち

一
方
が
技
術
の
致
果
を
力
説

す
る
に
蜀
し
、
他
方
は
精
紳

の
作
用
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
歴
史
を
研
究
す
る
者
、
分
け
て
経
濟
史

の
研
究

に
指

國

民

性

と

煙

濟

二
五

一



商

學

討

究

麓
甲三
巻

(
上
)

二
五
二

を
染

め
ん
と
す
る
者
が

己
れ

の
研
究

方
法
を
反
省
す

る
と
き
最

初

に
逢
遭
す

る
困
難

は
實

に
右

の
如
き
史
観
選
揮

の

問
題
で
あ
る
。
例

へ
ば
資

本
主
義

の
磯
生

て
ふ

一
個

の
史
的
事

實
を
説

明
す

る
に

つ
い
て
も
、
唯
物
史
観
を
奉
ず

る

學

者
は
近
代
的
技
術

の
登
明
改
良

に
重
黙
を
置
き

、
他
方

イ
デ
ォ

ロ
ー
ギ

ッ
シ

ユ
な
る
學
者

は
宗
敷
が
資
本
主
義

を

勃
興

せ
し

む
る
上
に
與

つ
て
力
あ

b
し

こ
と
を
敷

へ
る
。

(
門
ρ
≦
器
図
に

園
。
=
σq
凶。
ロ
碧
θユ
9
。
空

。。・
○
『
9

℃
一邑

肖。。
ヨ
.

の
著
あ
る

乙
と

は
學
徒

の
注
目
を
逸
し

て
は
な
ら

漁
所
で
あ

る
。
)

而
も

唯
物
史
観

に
撮

つ
て
歴
史
を
叙
述
す

る
企

は
我
國

に
於

て
近
來
盆
多
き

を
加

へ
つ
＼
あ

る
け
れ
ど

も
、
國
民
性

の
原
則

よ
う
歴
史

を
整

理
す

る
述

作
は
比
較

的

僅
少
で

あ
る
。

三
浦
新
七
博

士
が

「
商
學
研
究
」

に
公
に
せ
ら
れ
力
諸
論
篇

(註
)
と

、
永
井
享
博
士

の
著
書

「
國
民

性
及

び
時
代

思
想
」

(
大

正
十
五
年

、
岩
波
書
店
刊

行
)
と
は
國
民
性
と
繹
濟
史
と

の
交

渉
を
説
け

る
文
献

と
し

て

特

に
熟
讃

玩
味

せ
ら
る
べ
き

も

の
に
属
す
る
。

(
註
)

三
浦
新

七
博
士

の
從
來

「
商
學

研
究

一
上

に
顎

表

ぜ
ら
れ
六

る
論
丈
左

の
如

し
o

「
宗
敦
な

題
し
て
見
六

る
古
代

猴
太

の
國

民
性
」

(
第

一
巻
第

一
號

)

「
エ
Ψ
ア

ス
・
フ
ル
ヴ

イ
ツ
氏

の
國
民

心
理
研
究

」

倉
第

}
巻
第

三
號
)

「
英

國
啓
蒙
時

代
の
歴

史
的
地

位
」

(
第

三
巻
第

一
號
)

「
7
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
盟

系
敵
き
髄

系
」

(
第
・三
巻
第

二
號

)

「
古
代
希

膿
の

デ
モ
〃
ラ

シ
ー
と
其
國

民
性

」

(
第

五
巻
第

二
號
)



街
、
上
田
貞
次
郎
博

士
の
名
著

「
英
國

産
業
革
命

史
論

一
に
は
國
民
性
の
相
異

の
重
要

に
つ
き
序

丈
中

に
指
摘

ぜ
ら
れ

☆
ろ
箇
所

が
あ

る
。

曰

く

、

「
余

は
決

し
て
英
國

の
歴

史
的
襲

逮

が
必
ず
日

本
に
於

て
繰
返

さ
ろ

べ
し

と
考

へ
て
居

る
の
で
は
な

い
の
で
、
寧

ろ
讃

め
ば
讃

む
程
、
考

へ
れ

ば
考

へ
る
程
、
國

民
性
の
相
異

の
大
な

る
こ
と
な
感

ず

う
も
の
で
あ

ろ
。
」

と
か

余

は

唯

物

史

観

の
成

立

し

得

る

こ

と
を

一
定

の

範

園

内

に
於

て

認

む

る

乙
と

に
吝

な

る
も

の
で

は

な

い
が

、
併

も

之

が

一
元

的

必

然

論

を

唱

導

し

諸

の
観

念

形

態

す

ら

経

濟

的

土

皇

の

上

層

建

築

な

う

と

す

る
黙

に

は

不

敏

承

服

し

得

顧
。

他

方

、

國

民

性

乃

至

時

代

思

想

よ

り

歴

史

を

説

く

考

へ
に

封

し

て

は

、

一
鷹

論

理

家

よ

う

歴

史

的

形

而

上

學

に

瞳

せ

る

も

の

と

難

ぜ

ら

る

＼

こ
と

あ

う

と

し

て

も

尚

傾

聴

に
値

す

る

何

物

か

を

示

唆

せ

ら

れ

ず

に

は

居

ら

れ

顧
。

二

個

の
史

観

の
岐

路

に

立

ち

不

幸

に

し

て

未

だ

解

決

の
勇

氣

を

有

す

る

に

至

ら

澱

。

頃

日

、

濁

逸

學

者

ヘ
ル

マ
ン

・

γ

ヴ

イ

の

「
國

民

性

と

縄

濟

経

濟

哲

學

的

一
論

」
(..<
()貯
。。
。
冨

邑

《
8
「
二
一己

≦
ぐ
寓
9

p
び

国
ぎ

誤
、三
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冨

静

℃
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℃
三
。。
6
冨

ω
国
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ざ
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。
一℃
N
凶σq

=
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・一ぎ

【鴇

α
)

に

接

し

縄

濟

史

研

究

の

上

に

少

か

ら

ぎ

る

暗

示

を

與

へ
ら

れ

π

。

本

稿

は

其

の
讃

後

の

カ
。
。。
=
ヨ
。
o

で

あ

る

。
(
註
)

(
註

)

ヘ

ル

マ

ン

・

レ

ヴ

イ

の

名

は

吾

國

學

界

に

於

て

は

未

だ

多

く

傳

へ

ら

れ

て

居

ら

ぬ

や

う

で

あ

る

が

、

其

の

論

著

に

は

次

の

如

き

数

篇

が

あ

ろ

o

寓

o
口
o
℃
o
嘗

曽
5
阜

O
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℃
o
沖
凶
二
〇
♪

》

OD
ε

自
冤

宣

国
5
σq
二
。・
げ

ぎ

創
器

三

巴

O
お

き

尉
9。
二
〇
戸

H
o
づ
自
o
口

6

剛
H
.
×

<
曄

十

ω
い
ω
●
℃
・
で
・

∪

一①

貫
O
ま

①
乱

O

内

感

⇒
o

脅

門

窪

αq
憂

9

窪

oα
o
『
三

N
国
o
=
9

壽

σq
彗

㎎

(
<
o
穿

。・
謂

一昏

o
訂

筐

団
o
冨

N
o
一隼

お
㈹
①
ロ

時
鴇

騨)

　oコ
巴

貯

お

=

.
。自
●q・
俗
も"
ρ

O

d
げ

㎎
§

巳
薦

2

9

ω
鼻

9
"o
ヨ
昴
9

窪

H
ヒ
臼
巴
詳
巨
鐸
"。
言

山
2

0
0
。。〇
三
〇
寓

o
ユ
臼

0
5
㈹
駐

9

窪

く
o
穿
。・註

「ヨ
o
冨

津
ら

o
轟

お

肖
N
」

図
十

羅
G◎
い
・
。・
・

國

民

性
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経

濟

二
五

三
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究
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一
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o
一
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H

導

畠

窪

O

一巨

Φ
旨

9。
二
〇
昌
巴

o

乏

凶「
ヨ
O
}峯

F

国
・
島

昌

お

N
い
・

等

の

著

が

あ

る

け

れ

ど

も

、

未

だ

見

る

機

會

な

有

た

ぬ

。

今

後

漸

な

追

う

て

彼

か

研

究

し

糞

い

と

思

ふ

。

一
一

 

●

レ
ヴ

イ

の

本

書

の
構

造

は

第

一
部

縄

濟

科

學

に

於

け

る

國

民

性

論

(く
o
完
8
蕃

惹
犀
o
お
o
一〇
σq
一。
)
の
概

念

と

任

務

、

オ
サ

エ
ソ
チ

ー
リ

ゾ
グ

第
二
部
経
濟

に
於
け
る
國
民
性
の
方
位
定
立
と
分
化
、
及
び
第
三
部
繹
濟
的
影
響
の
下
に
於
け
る
國
民
性
の
統

一
化

な
る
三

つ
の
部
よ
り
成
り
、
先
づ
國
民
性
概
念
の
有
す
る
重
要
を
説
き
、
次

い
で
英
米
濁
の
諸
國
民
に
つ
き
縄
濟
倫

理
、
財
政
政
策
、
農
業
組
織
、
砒
會
主
義
思
想
、
肚
會
階
級
等
に
現
は
れ
泥
る
特
性
を
槍
討
し
、
終
う
に
分
化
せ
ら

れ
π
る
各
國
民

の
特
性
が
融
合
統

一
せ
ら
れ
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
と
と
を
指
摘
し
て
居
る
。



●

レ
ヴ
イ
は
説
く
。
從
來

、
敷
科
書
向
き

の
禮

系
的

の
國
民
経
濟
學

は
國
民
性
が
縄
濟

嚢
展

の
上

に
如
何
な

る
影
響

を
與

ふ
る
か
に

つ
い
て
は
殆
ど
注
意

を
向
く

る
所
が
無

か

つ
穴
。
國
民
乃

至
人
類

ヨ
窪
ω9

の
概
念

は
演
繹

的
概
念

構
成

に
も
縄
濟
的
現
象

の
説
明

に
も
或

る
統

一
的
な
る
も

の
、
自

明
的
な

る
も

の
と
し

て
等
閑
親

せ
ら
れ
て
居

つ
π

の
で
あ

る
。
然

る
に
注
意
す

べ
き

乙
と

は
、
英

國

の
郷
濟
學

男
。
一三
6
巴

団
6
8
。
ヨ
×
に
は
國
民
な

る
概
念
を
存

せ
ず
、

濁
逸

の
國
民
縄
濟
學

こ
く
。
一訂
二
-タ
、一「δ8
冨
津
?
ピ
①
ゴ
「・
が
國
民
縄
濟
學

と
Z
蝉
二
9
巴
、.6

穿
9
δ
ヨ
す

と
混
用

せ
ら
れ
此

の
後
者

の
み
が
國
民
概
念

か
ら
政
治
組

織
的
概
念

を
遊
離
し

て
其

の
代
用

を
動

め
る

こ
と
で
あ

る
。
然

ら
ば
斯
か
る

鋏
陥

は
何

に
由
る
か
と
言

へ
ば
そ
れ
に
は
理
由

が
あ

る
。
蓋
し
近
世
繹
濟
學

の
濫
膓

は
、
從
來
束
縛

を
受

け

つ
＼
あ

つ
π
経
濟

輩
位

が
近
世
國
家

の
成
立

に
よ
う
合
法
的
に
研
究

せ
ら
る
べ
き
新
事
實

を
登
生

せ
し
め
π
る

こ
と

、
並
び

に
學
者

の
興

味
が
翁
然
と
し

て
之

に
向

ひ
國
家
、
國
民
等

の
形
式

は
不
問

に
附

せ

ら

れ

π

之

と

に
存
す
る
。
詳
言

す

れ
ば

國
民

な
る
概
念
は
、
個
膿
経
濟
が
從
厨
せ
ね
ば
な
ら

顧
所

の

一
の
全
艦
と

し
て
取
扱

は
る
れ
ば
十
分

で
あ

つ

禿
。
叉
人
類

な

る
概
念
も

凡
ゆ
る
自
然
人

の
準
等

て
ふ
十
入
世
紀

の
自
然

法
的

思
索

と
相
通
ず

る
所
あ

る
或

る
抽
象

的

の
も

の
と
考

ふ
れ
ば
+
分
で
あ

つ
た
。
要
す

る
に
國
家
や
國
民
と
看
傲

さ
れ

る

一
切

の
経
濟
輩
位

に
共
通
な
る
経

濟

現
象

を
閲

明
す
れ
ば
足
る
と

い
ふ
思
潮
が
縄
濟
學
出
生
當

時

の
状

況
で
あ

つ
π

の
で
あ

る
。
此

の
思
潮
が
今

日
懐

で
も
尚
累
を
爲

し
、
國
民
性

の
研
究

は
経
濟
學

上
云
は

遺
第

二
次
的
重
要

よ
り
與

へ
ら

顧
か

の
如
き
観

を
呈

し

て
居

國
民
性
と
経
濟

二
五
五
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二
五
六

る
の
で
あ

る
。
否
、
或
者

は
國

民
性

の
研
究
を
経
濟
學

の
領
域
よ
う
分
離
す

る
こ
と

こ
そ
肝
要

で
あ

る
と
唱

へ
る
。

曰
く
、
慣

格

決
定

の
理
論
、
資

本

の
職
能
論
、
信
用
論
、
貨

幣
論
等
は
國
民

の
形
態
學

冨
。
壱
ず
。
一。
σq
凶。
脅
ω
<
。
完
。
。。

乃

至
國

民

の
分
化
と
何

の
關

は
う
あ
う
や

、
國

民
性

の
重
要

は
純
肚
會
學
的
領
域

に
存
せ
ず
や
、
そ

は
軍

に
人
類
相

互

の
肚
會
關
係

の
駿
見
や
解
繹

に
封
し
て
意
義

を
有
す

る
も

の
に
非
ず

や
と
。
縄
濟
學
が
實
際
上
肚
會
的
關
係

を
有

せ
ざ
る
純
然

π
る
機
械

的
問
題

を
取
扱

ふ
も

の
と
せ
ば

、
凡
そ
此
等

の
疑
問
も
肯
定

せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
併

し

仔
細

に
観
察
す

る
と
き

は
其

の
非

な
る
所

以
が
悟
ら

れ

る
の
で
あ

る
。
成

程
限
界
利
用
説

は
生
理
學

上

の
刺

戟

の
法

則

よ
う
出
登

し
て
、
財

の
量
が
吾
等

の
欲
望
に
與

へ
る
影
響

、
從

つ
て
財
に
劃
す

る
吾
等

の
評
償

を
閲
明
せ
ん
と
す

る
。
叉

、
關
税
が
國
内
物
償

に
及
ぼ
す
影
響

の
如
き
竜
機
械

的
に
因
果
的
に
定

め
得

べ
き
事
實
で
あ

る
。
而
も
之
に

反
し
て
他
方

、

シ
ユ
タ

ム
ラ
ア

一
派

の
駕
す
如
く
、
憤
格
と

は
肚
會
的
規
則

、
倫

理
、
法
規
等

に
結
合
せ
ら
れ
π

る

も

の
で
あ

る
と

の
軍
純
な
る
事
實

よ
う
登
足
し

て
、

一
般

に
経
濟
學

に
は
因
果
設
定

を
爲

す
べ
か
ら
ず

、
如
何
な

る

縄
濟

現
象

も
肚
會
現
象
で
あ
う
、
夫
故
に
ま

尤
手
段
と
目
的

と

の
關
係

に
立

つ
も

の
で
あ
る
と
推
論
す
る
も

の
す
ら

あ

る
。
斯
く

て
固
よ
う
因
果

の
探
求
を
制
約
す

る
所

の
経
濟
現
象

の
存
す

る

こ
と
は
之
を
認

め
ね
ば

な
ら

澱
け

れ
ど

も

、
斯
か

る
機
械
的
因
果
的
確

立
を
以

て
し
て
は
果
し

て
経
濟
學

の
終
局
目
的
が
達
成

せ
ら
る

＼
や
否
や

の
問
題
が

取
残
き
れ

る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
物
償

が
高

い
と

い
ふ

こ

と

は
評
債

に
委
ね
ら
れ
尤
る
目
的
論
的
問
題
允
う
得

る



が
、
其

の
高
く
な

つ
π
原
因

は
各

の
主
観
的
評
贋

を
絶
し

、
且

つ
因
果
的
解
決

に
侯

つ
所

の
事
實

た
る
を
失
は

滋
。

総

じ

て
因
果

の
系
列
と
評
憤

の
系
列
と
を
混
同
せ

る
所

に
経
濟
學

の
誤
謬

と
紛
糾
と
が
潜

む
の
で
あ

つ
て
、
之
を
辮

識

せ

る
者
は

マ
ッ
ク

ス

・
ウ

エ
エ
バ
ァ
の
如
き
天
才
的
學
者
で
あ

つ
カ
。
但

し
不
幸

に
し

て
ウ

エ
エ
バ
ァ
等

の
思
想

は
學

界

に
於

て
未
だ

多
く

理
解
せ
ら
る

＼
に
至
ら
ざ
る
駕

め
縄
濟
的
構
造

の
主
観
的
要
素

を
明
自

に
す

る
企
圖

は
蓼

蓼
た

る
を
免

れ

楓
の
で
あ

る
。
斯
く

の
如
く
な
る
が
故

に
、
國
民
性

の
問

題
が
從
來

閑
却
せ
ら

れ
た

こ
と
は
敢

て
異

と
す

る
に
足
ら

楓
。

而
も
凡

て
の
縄
濟

が
債
値
判
断

に
、
即
ち
繹
濟

的
國
民

の
主
観
的

・
相
樹
的
様
相

に
依
存
す

る

こ
と
如
何

に
多
き

か

の
認
識

こ
そ
、
最
後

に
経
濟

的
因
果

の
法
則

に
劉
す

る
と
同

一
の
注
意

を
経
濟

目
的
論

乏

一昌

ω?
訂
穿

邑
。
。
δ
σq
一①

に
向
け
る
所
以
と
も
爲

る

の
で
あ

る
。

果
し

て
然

血
と

せ
ぱ
経
濟
學

の
最

竜
根
本
的
な

る
概

念
、
即
ち
國
民
厚

生

く
○
一訂
毛
〇
三
・・訂
巳

の
概
念
は
國
民

性

の
概
念

よ
り
派
生
す

る
諸
要
素

を
取
扱
は
ね
ば
な
ら

諏

こ
と
は
明
か
で
あ

る
。
蝕

に
國
民
厚

生

の
概
念
を
以
て
軍

に

國
民

の
財
産

の
数
量

と
解
す

べ
き
も

の
で

な
く
、
全
然
主
観
的

の
も

の
と

見

る
べ
き

は
改

め
て
謂
ふ
迄
も
無

い
。

例

へ
ば

人
口
の
寡
多

は
好
き

も

の
な
う
や

否
や
、
最

大
藪

の
最

大
幸
幅
は
望
ま

し
き

も

の
な
6
や
否
や

、
國
民
厚
生

の
評
償
を

一
年

に
置
く

べ
き

や

一
世
紀

に
置
く

べ
き
や
、
分
配

の
見

地
に
立

つ
べ
き

や
生
産

の
見

地

に
立

つ
べ
き
や

等
は

凡
て
是
れ
國
民
厚
生

の
概
念

に
依
存

せ
ざ
る
は
な

い
。
此

の
揚
合

シ

ユ
屯
ラ
ァ
の
考

ふ
る
如
く

、
世
界
観

の
背

國

民

性

と

経

濟

二
五
七
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八

景

を

。
一冨
房
9
碧
毒
σq
ωゴ
言
叶臼
σq
二
=
乙

を
與

へ
ら
れ
泥
る
も

の
と
想
定

し
、
之
よ
う
し
て
凡
ゆ
る
國
民

に
劃
す

る
厚

生
評
債

の

一
定

の
見
透
し
が

つ
け
ら
れ
る
と
爲
す

の
は
、
恰
も

人
類

の
手

等
を
論
ず
る
奮
派

の
経
濟

學
と

一
般
で
あ

つ
て
誤
謬

に
陥

る
も

の
で
あ

る
。
固
よ
b
各
國
民

の
國
民
性

に
は
重
要
な

る
竜
の
を
存
す

る
け
れ
ど

竜
、
問
題
は
斯

か

る
統

一
的
要
素
が
経
濟

螢
展

の
相
異

を
説
明
す

る
に
十
分
な
う
や
否
や
と

い
ふ
黙
に
懸

か
る
の
で
あ

る
。
即
ち
斯

か

る
相
異
そ

の
も

の
が
實

に
問
題
と
せ
ら

る
べ
き
も

の
な

の
で
あ
る
。

固
よ
ウ
斯

く
言

ふ
爲

め
に
は
辮
明
が
必
要
で
あ

る
。
其

の
故
は
経
濟
學

は
夙

に
國
民
性

の
統

一
的
國
際
的
動
因

の

み
を
其

の
目
的

に
劉
す

る
基
準
と
考

へ
來

つ
だ
か
ら
で
あ

る
。

而
し

て
其

の
原
因
は
経
濟

生
活

の
物
質
的
方
面

の
み

を
取

つ
て
國
民

の
進

歩
叉

は
退
歩
を
定

め
る
と

い
ふ
考

へ
に
存
す

る

の
で
あ

る
。
然

る
に

竃
暮
ゴ
9
く
》
「昌
。
一山

の
き
口

を
侯

つ
迄
も
無

く
鐵
や
石

炭

の
豊
富

な
る
こ
と
其

の
こ
と

は
決

し
て
國
民
厚
生

の
基
礎
を
駕
す

も
の
で
は
な

い
。
蛮

・π

プ
リ
イ

ー3
リ
ツ
ヒ

・
リ

ス
ト
の
如
き

は
商
工
業

の
覇
権

を
握
れ
る
國
民

を
以

て
経
濟

登
展

の
高

次

の
段

階
に
在

る

竜

の
と
説

い
カ
が

、
之

も
事
實
今

日
よ
b
見

れ
ば
必
ず
し
も
妻
當

な
う
と

は
謂

へ
澱
。
蓋
し
世
界

大
職
後

の
濁
乙

の

窮

乏
を
見
、
他
方

天
然

の
資
源

に
於

て
略

同
様

に
恵

ま
れ
π
る
露
西
亜
と
米
國
と
を
比
較
す
れ
ば
思

ひ
宇
ば

に
過
ぎ

る
で
あ
ら
う
。
畢
覧
す

る
に
、
経
濟

因
果
性

の
根
本
概
念
を
確
立
す

る
之
と
が
経
濟
研
究

の
任
務

π
う
し
間
は
、
國

民

性

の
分
化

は
正
し
く
排
撃

し
得
ら

れ
た
。

(
例

へ
ば

ツ
ヵ
ル
ー3
オ
の
較
差

地
代

の
法
則

を
論
ず

る
に
當

っ
て
農
業



に
甥
す

る
各
國
民

の
考

へ
方
を
想
察
す

る
の
如
何

に
迂
愚
な

る

こ
と

ぞ
!

)
併

し
な
が
ら
筍
竜
因
果
法
則
と
縄
濟

的

目
的
論
と

の
匠
別
を
施

さ
ん
と
欲
せ
ば
、
経
濟

登
展

の
原
動
力
が

「
意
思
と
表
象

」
と
に
侯

ち
、
天
然

の
富

、
資
本

制
、
経
濟

的
管

理
の
如
き

物
質
的
動
因

に
依

る
も

の
で
な

い
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な
ら

澱
。
即
ち
國
民
厚

生
と
は
如
何

な

る
程
度
ま
で

一
の
國
民
が
経
濟
的
充

足
の
目
標
に
到
達
し
禿

る
か
、
其

の
度
合
の
謂

ひ
で
あ
る
と
知
ら
ね
ば
な
ら

臓
の
で
あ

る
。
國
民

の
厚
生

は
統
計

上

の
目
的
よ
・9
は
藪

字

を
用

ひ
て
現
は

し
得

る
で
あ
ら
う
が
、
斯

か
る
比
較

は

事

實

、
異

れ
る
評
慣

を
比
較

し
て
居
る

の
で
あ

る
か
ら
無
意
味

で
あ
る
と
謂

は
ざ
る
を
得

臓
。

さ
て
経
濟

的
概
念
構

成

に
劃
し
何
等
か
の
統

一
性
を
襲
見

せ
ん
と
努
む
る
場
合

に
於

い
て
反
劉

に
逢

ふ
こ
と
は
國

民
性

に
於

け

る
分
化
を
除

去
し
、
経
濟

上
の
目
的
と

し
て
は
軍

に
爾
縫

の
共

通
的
標
識

の
み
を
以
て
満
足
す

る
の
が

任
務
で

は
な

か
ら
う
か
と

い
ふ
事
で
あ

る
。
即
ち
國
民
性

の
分
化
と
謂
ふ
竜
そ

れ
は
程
度

の
問
題

に
止
ま

り
歴
吏
的

麹

遷
を
重

澱
る
間

に
は
卒

均
せ
ら
れ
除
去
せ
ら
れ
る

こ
と
、
例

へ
ば
経
濟

人

ゴ
○
ヨ
。
。
8
5
。
鼠

2
・。

が

一
切

の
相
異

を
吸
牧
し
講
す
如
く
な

る
の
で

は
な
か
ら
う
か
と

い
ふ
事
で
あ

る
。
さ
れ
ど
此

の
非

難
に
劃

し
て
は
次

の
如
く
答

へ

得

る
。

即
ち

+
九
世
紀

に
於

け
る
経
濟

の
進

歩
並

び
に
交
通
機
關

の
改
善

に
よ
る
國
際
経
濟
的
分
業
は

、
國
民
性

の

特
色
が
経
濟

の
登
展
並

び
に
経
濟
的
文
明

の
成

果

の
墾

與

に
最
も
重

大
な

る
意
義
を

有
す
る
も

の
な

る

こ
と

を
敷

へ

喪

の
で
あ

る
。
否
國
際
的

に
組
織
せ
ら
れ
た
る
経
濟

の
統

一
化

を
世
界
経
濟

な
る
概
念
を
用

ひ
て
言

ひ
現
は
す

こ
と

國

民

性

と

纒

濟

二
五
九
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二
六
〇

こ
そ
、
夫
自
身

の
個

々
の
國
民
性

の
相
異

が
除

去

せ
ら

る
べ
き

背
景

を
作

つ
疫
竜

の
と
謂

は
ね
ば
な
ら

瞭
。
何
と
な

れ
ば
此

の
世
界
経
濟
化
が
自

明
的
に
國
際
的
経
濟
主
禮

の
統

一
化
を
前

提
す

る
程
度

に
よ
り
、
國
民
性

の
相
異

に
當

面

す
み

乙
と
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。
斯
く
し
て
統

一
的
基
準

に
則

し
始

め
て
國
民
性

の
典
型
學

↓
毛

。
一。
屯
。
が
明
瞭

に
せ
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

是

に
於

て
か
縄
濟
状
態

の
實

際
的
嚢
展

に
劃
し
國
民
性

に
如
何
な

る
意
義
を
與

ふ
べ
き

か

の
問
題
を
生
ず

る
。

マ

ル
ク

ス
の
唯
物
史
観

に
從

へ
ば
國
民
性

の
意
義

は
何
等

特
別

の
役
割
を
演
ず

る
竜

の
で

は
な

い
。
然

る
に
甲

の
國
民

が
経
濟
上

の
生
存
競
璽
に
優

b
乙

の
國
民
が
劣

る
理
由

、
甲

の
地
に
資
本
主
義

が
張
く
現
は
れ
乙
の
地

に
弱
き

理
由

等

に

つ
い
て
は

マ
ル
ク

ス
正
統
派

の
者
は
説
く
所
無
く
、
却

つ
て
ゾ

ム
バ
ル
ト
や

マ
ッ
ク
ス

・
ウ

エ
エ
バ
ァ
や
、
最

近

に
は

ロ
バ
ァ
ト

・
ミ
ケ
ル
ス
が
之
を
考
察

し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
例

へ
ば
等

し
く
勢

働
階
級
と
縛

す
る
竜
其

の
思

想
傾

向
は
英
、
米
、
猫

に
於

て
、
夫

々
異

な

つ
て
居

る
。

而
も
鼓

に
爾

注
意
す
。へ
き

は
肚
會
経
濟
的
生
活

一
般

に
於

け
る
因
果
律
と
目
的
定
立
と

の
關
係

で
あ

る
。
即
ち
経
濟
状
態

が
法
律
制
定

の
上

に
影
響

を
及
ぼ
す

こ
と

、
例

へ
ば

十
入
世
紀

の
産
業
革
命
と

工
業
自
由

の
制
度
と

の
關
係

の
如
く

、
或
は
逆
に
現
行
法
律
が
経
濟
状
態

の
上
に
影
響

を

與

へ
る
乙
と

、
例

へ
ば
螢
業
制
限

の
結
肚
禁

止
が
米
國
に
於
け

る
カ

ル
テ
ル
成

立
を
阻
止
し

た
る
如
く

、
國
民
性

の

素

質
な
る
竜

の
は
其

の
影
響
を

一
國

の
縄
濟

肚
會

の
磯
展

に
及
ぼ

し
、
叉
逆
に

一
定

の
経
濟
状
態

は
國
民
性

の
上
に



＼

φ

或

る
影
響
を
與

へ
る
も

の
な

る
こ
と

は
之
を
看

過
し
得

滋
の
で
あ

る
。

三

 

レ
ゲ
イ
は
績

い
て
論
ず
る
。
國
民
性
が
民
族
や
種
族
の
性
質
乃
至
歴
史
的
に
確
定
し
得
べ
き
性
質
よ
b
導
出
せ
ら

れ
る
竜
の
と
せ
ば
、
是
れ
既
に

一
面
的
π
る
を
免
れ
楓
。
蓋
し
是
れ
は
韓
近
百
五
+
年
間

の
経
濟
事
實
が
人
類
に
及

ぼ
せ
る
重
要
を
閑
却
す
る
も

の
だ

か
ら

で
あ

る
。
問
題
は
異
れ
る
國
民
性
の
特
質
が
縄
濟

に
劃
し
如
何
な
る
意
義

を
有
す
る
か
、
ま
π
逆

に
経
濟
が
國
民
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
封
し
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
と

い
ふ
事
で
な
け
れ

ば
な
ら
滋
。
然
る
に
経
濟

の
重
要
が
今

日
の
如
く
國
民
生
活
に
於
け
る
優
越
を
齎
す
に
至
る
や
、
國
民
性
の
影
響
は

第

二
次
的
に
考

へ
ら
る
＼
に
至
つ
π

の
で

あ

る
。
今
、
鼓
に
経
濟

の
登
展
に
及
ぼ
す
國
民
性
の
影
響

よ
う
述
ぶ
れ

ば
、
之
は
略
ぼ
現
代
の
経
験
に
鑑
み
て
説
く

こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
、
世
界
大
職
前
、
猫
乙
は
縄
濟
上
列
國
に
羅
を

唱

ふ
る
か
の
如
き
観
が
あ
つ
π
。
人
之
を
解
し
て
濁
乙
に
於
け
る
天
然
の
富
、
海
に
近
き

こ
と
、
住
民
の
組
織
的
才

能
、
科
學
的
性
能
、
節
倹
動
勉
等
を
畢
げ
π
。
然
る
に
職
事
の
終
焔
す
る
と
同
時
に
猫
乙
の
経
濟
的
地
位
は
地
に
墜

ち
π
。
是
に
於

て
か
勿
論
濁
乙
の
職
前

の
奮
態
に
復
す

る
乙
と
を
期
す
る
者
も
あ
る
が
、
寧
ろ
今
や
猫
乙
人
に
は
如

何
な
る
國
民
性
上
の
映
隅
あ
う
や
を
研
究
す
る
者
が
現
は
れ
來

つ
禿
の
で
あ
る
。
即
ち
経
濟
的
優
越
に
は
何
等
か
特

國
民
性
と
縫
濟

二
山2
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殊
の
國
民
性
の
條
件
が
附
帯
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
悟

つ
カ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
國
民
性
に
は

一
種

の

「
経
濟
精

神
」
と
も
名
付
く
べ
き
竜
の
が
存
し
、
之
が
凡
ゆ
る
自
然
的
所
與
以
上
に
縄
濟
的
優
越
を
制
約
す
る
と
悟

っ
禿
の
で

あ
る
。
即
ち
此
の
例
に
よ
つ
て
知
ら
る
＼
如
く
、
経
濟
上
重
要
な
る
國
民
性
の
特
質
は
動
勉
、
節
約
等
経
濟
活
動
そ

の
も
の
に
特
有
の
性
質
を
論
ず
る
乙
と
に
よ
つ
て
は
端
さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
さ
れ
ば
経
濟
を
螢

む
者
に
劃
し

一

般
的
に
特
色
づ
け
ら
る
㌧
如
き
國
民
性
本
來

の
経
濟
的
性
質
を
ば
、
経
濟
精
神
や
経
濟
活
動
を
或
は
阻
止
し
或
は
促

進
す
る
所
の
國
民
性
の
爾
籐

の
性
質
と
特
殊

の
關
係
に
齎
す
と

い
ふ
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の

問
題

こ
そ
経
濟
と
國
民
性
と
の
問
題
に
決
定
的
刻
印
を
賦
與
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

斯
く
て
各
國
民
の
経
濟
的
立
脚
黙
は
國
民
的
存
立
の
他
の
二
つ
の
主
要
な
る
組
成
物
た
る
政
治
活
動
及
び
宗
敢
活

動
と
絶
え
ず
交
互
作
用
を
駕
し
、
時
あ

つ
て
か
相
衝
突
す
る
。
先
づ
宗
敷
上
の
命
令
に
よ
う
経
濟
的
活
動
を
束
縛
す

る
こ
と
に
劉
し
て
は
中
世
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
敷
會
に
鋼
す
る
闘
箏
が
行
は
れ
泥
。
即
ち
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ

ム

は
、
貨
幣
牧
盆
は
元
來
人
類
の
高
術
な
る
目
的
に
反
す
、
利
子
徴
牧
及
び
金
儲
け
は
之
を
罪
悪
と
見
る
、
人
類
の
本

然
の
生
活
は
神

の
儀
式
に
宛

つ
べ
き
も
の
で
あ
る
等
の
親
念
を
消
滅
せ
し
め
ん
と
し
π
の
で
あ
る
。
然

る
に
カ
ル
ヴ

イ

ニ
ズ

ム
、
就
中
清
敷
徒
の
分
派
の
者
は
、
此
の
黙
に
於
て
ル
ゥ
テ
ル
の
敷
徒
よ
う
も
進
ん
で
居

つ
π
。
蓋
し
後
者

が
経
濟
問
題
に
劉
し
て
多
少
消
極
的
態
度
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
清
敷
徒
は
倫
理
を
物
質
生
活
と
調
和
し
、
積
極

,

●



、

的
経
濟
倫
理
を
作
う
上
げ
ん
と
力
め
π
の
で
あ
る
。
清
敷
徒
に
從

へ
ば
経
濟
人
の
正
直
に
得
力
る
外
的
成
果
は
高
き

恩
寵

の
表
現
で
あ
る
。
利
盆
の
徴
謹
、
從

つ
て
貧
富

の
不
年
等
は
職
業
倫
理
の
蔦

め
に
剥
離
せ
ら
れ
る
。
倫
理
は
経

濟
生
活
の
事
實

の
基
礎

の
上
に
置
か
れ

る

の
で

あ

る
。
斯
く
し
て
経
濟
を
宗
敷
的
阻
害
よ
う
免
れ
し
め
π
事
は
、

英
、
蘭
、
米

の
縄
濟

を
大

い
に
促
進
せ
し
め
力
竜
の
で
あ

つ
た
。
然
る
に
非
資
本
主
義
的
に
向
け
ら
れ
允
る
槻
念
よ

う

「
資
本
主
義
的
精
紳
」
を
解
放
せ
る
こ
と
の
裡
に
今
日
、
國
民
性
の
構
造
に
劃
す
る
決
定
者
が
存

す

る

の
で

は

な

い
。
何
と
な
れ
ば
如
何
な
る
國
民
経
濟

に
あ

つ
て
竜
最
早
宗
敏
以
上
に
重
要
な
る
役
割
を
演
ず
る
竜
の
は
無

い
と

は
謂
ひ
得
ら
れ
誠
の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
宗
敷
思
想
封
縄
濟

の
抗
箏
が
最
絡
の
決
定
者
と
な
ら
澱
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
今

日
は
、
斯
か
る
精
紳
的
抗
箏

の
獲
鯨
、
即
ち
純
然
力
る
世
俗
的
性
質
を
帯
ぶ
る
も
の
も
極

め
て
重
要
性
を
有
し

て
來
て
居
る
の
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
宗
敷
思
想
を
稀
薄
な
ら
し
め
、
普
通

の
法
律
に
よ
b
確
保
せ
ら
る
＼
利
盆
を

以
て
正
當
と
儒
す
見
解
が
是

に
外
な
ら
諏
。
此
の
見
解
は
個
人
の
行
爲
能
力
を
同
避
せ
し
め
ざ
ら
ん
と
す
る
も
の
で

あ

つ
て
、
英
米
人
の
個
人
主
義
自
由
主
義
に
劉
す
る
基
準
は
舷

に
存
す
る
。
就
中
、
英
國
民
の
如
き
は
凡
ゆ
る
勢
働

運
動
を
駕
す
と
錐
も
、
根
本
的
に
は
個
人
の
向
上
が
理
論
上
可
能
で
あ
り
且
望
ま

し

き

も

の
と

の
考

へ
に
よ
う
支

配

せ
ら

れ

て
居

る
。
大

衆

の
任
務
は
其
の
力
を
協

せ
て
向
上
し
得

澱
各
人
に
厚
生
の
最
少
限
度
を
保
謹
す
る
に
在

る
。
從

つ
て
勢
働
運
動
の
必
要
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
非
個
人
主
義
的
目
標
に
到
達
せ
ん
と
の
目
的
を
以

國

民

性

と

経

濟

二
六
三
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て
政
治
的
改
革
を
爲
き
う
と

い
ふ
絶
封
的

の
必
要
か
ら
す
る
の
で
は
な

い
。
然
る
に
濁
逸
に
於

て
は
自
由
主
義
な
る

も

の
は
存
在
せ
滋
。
清
敷
徒

の
経
濟
倫
理
が
示
せ
る
如
き
積
極
的
要
素
ば
、
猫
逸
の
自
由
思
想
に
は
全
然
映
如
し
て

居
る
の
で
あ
る
。

さ

て
右

の
英

米
文

化

の
特
色
あ
る
纒
濟
倫
理
は
経
濟
生
活
に
劃
す
る
着
眼
黙
の
上
に
全
然
特
殊
の
影
響
を
輿

へ

π
。
但
し
之
を
述
べ
る
前
に
豫
め
概
説
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
諏
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
経
濟
事
實
に
樹
す
る
國
民
の

方
位
定
立
は

一
般

に
存
す
る
経
濟
制
度
に
照
鷹
し
て
二
つ
の
可
能
性
に
、
即
ち
生
産

の
問
題

へ
の
傾
向
か
、
或
は
分

配
の
問
題

へ
の
傾
向
か
何
れ
か
に
基
く
と

い
ふ
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

國
民
大
衆
の
繹
濟
思
想
が
生
産

に
向
け
ら
る

＼
と
せ
ば
、
其

の
縄
濟
政
策
に
は
自
ら
生
産
技
術
の
進
歩
、
凡
ゆ
る

生
産

の
障
害
物
の
除
去
等

の
事
に
向
け
ら
れ
る
某
準
が
與

へ
ら
れ
る
。
反
之
、
分
配
問
題
の
と
き
に
は
生
産
は
自
明

の
も
の
と
し
て
前
提
せ
ら
れ
、
其
の
敗
盆
は
與

へ
ら
れ
る
も
の
と
豫
想
せ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
分
配

へ
の
方
位
定
立

の

目
標
は
獲
得
せ
ら
れ
た
る
生
産
物
を
庭
分
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
此
の
揚
合
問
題
と
な
る
の
は
生
産

に
關
す
る
問
題

の
代
り
に
所
得
分
配
、
消
費

と
領
格
決
定
、
欲
望
と
使
用
で
あ
る
。
雨
者

の
劃
立
が
國
民
の
経
濟
思
想
の
上
に
深
く

影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
容
易
に
知
ら
れ
る
。
分
配
問
題
は
事
實
上
望
譲
れ
た
る

「
正
義
」
の
思
想
無
く
し
て
は
考

へ

得
べ
き
も

の
で
は
な

い
。
例

へ
ば
貧
民

の
生
計
を
保
謹
す
る
や
う
慣
格
決
定
を
爲
し
、
或
は
肚
會
政
策
的
租
税
を
徴

〆
'

諒



㌔
顎

麹

凄

す
る
や
5
計
る
が
如
き
是
れ
で
あ
る
。
固
よ
う
生
産
の
思
想
は
分
配
の
思
想
に
よ
り
除
去
せ
ら
れ
る

も

の

で

は

な

く
、
雨
者
は
同
時
に
重
要
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
何
れ
が
重
き
を
駕
す
か
の
程
度
は
自
ら
異
う
、
其

の
相
異
が
問
題
と

な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
英

・
米

・
佛

に
今

日
尚
本
來
の
財
産
税
が
存
せ
ぬ
理
由
は
注
目
に
値
す
る
。
蓋
し
職
後
の

困
難
な
る
時
に
當

つ
て
竜
英
國
で
は
所
得
税
率

の
引
上
は
、
何
等
動
産
に
影
響
を
與

ふ
る
こ
と
が
な
か

つ
た
。
之
に

は
何
等
か
資
本
家
的
の
動
機
よ
う
財
産
を
保
護
す
る
と

い
ふ
意
圖
が
含
ま
れ
て
居
た
の
か
と
言

へ
ば
決
し
て
さ
5
で

は
な

い
。
否
寧
ろ
英
國
の
財
政
政
策
は
所
得
税
の
裡
に
経
濟
上
の
見
地
よ
り
し
て
最
も
便
利
な
る
、
且
つ
健
全
な
る

財
源
を
見
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
財
産
と
は
英
人
に
と
う
て
蓄
積
せ
ら
れ
カ
る
富
て
ふ
概
念
で
あ

る

の

み

な

ら

ず
、
再
び
生
産
的
に
利
用

せ
ら
る
べ
き
基
金
で
あ
る
。
財
産
は
節
約
者
の
目
標
で
あ
る
。
即
ち
、
財
産
税
は
英
人
の

考

へ
に
由
れ
ば
節
約
を
無
視
す
る
基
準
で
あ
る
。
節
約
と
は
資
本
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
其

の
意
味
に
て
生
産

す
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
同
様

の
事

は
ま
た
佛

人
の

「
地
主
」
に
封
す
る
考

へ
に
竜
當
嵌
懐
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
燭
乙
の
租
税
原
理
は
之
等
と
大

い
に
趣
を
異
に
す
る
。
趾
曾
民
衆
窯

の
影
響
を
受
け
生
産
的
租
税
思
想
は
分
配
思

想
の
背
後
に
全
く
斥
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
肚
會
主
義
的
租
税
政
策
の
目
標
は
縄
濟
を
顧
慮
す
る
こ

と

で

は

な

く

て
、
出
來
得
る
限
b
多
《
の
分
配
政
策
を
實
行
す
る
事
と
な

つ
た
。
而
も
、
分
配
理
念
の
経
濟
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

穴
る
や
夫
以
上
に
大
な
る
も

の
が
存
す
る
。
言
ふ
迄
も
無
く
大
多
藪

の
経
濟
概
念

は
生
産

の
立
場
よ
6
す
る
と
分
配

國

民

性

と

縄

濟

'

二
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の
立
揚
よ
う
す
る
と
は
別
個

の
特
徴
を
有
す
る
。

即
ち
「
生
産
」
な
る
語
を
解
し
て
資
本
主
義
的
意
味
に
於
け
る
厚

生
壇
大
と
爲
す
國
民
は
、

「
努
働
」
な
る
概
念
を
解
し
て
企
業
者
と
勢
働
者
と

の
間
に
生
産
物
を
分
配
す
る
と
爲
す

國
民
と
、
全
然
別
個
の
方
面
よ
り
個
人
の

「
勢
働
」
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
有
産
階
級
無
産
階
級
の
排
列
、

私
的
富

の
概
念
も
夫
自
身
勢
働
概
念

の
不
同
に
よ
つ
て
捕
捉
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
分
配
理
念
者
に
と

つ
て

は
個
人
の
富

は
肚
會
に
於
け
る
縄
濟
組
織
の
欠
箔
と
見
ら
れ
る
が
、
生
産

の
原
則
を
考
ム
る
者
に
と
つ
て
は
孚
均
を

超

乏
π
る

「
奉
仕
」
の
謹
篠
と
な
る
。
奉
仕
を
特
徴
と
す
る
考

へ
は
奉
仕
を
特
徴
と
す
る
努
力
に
影
響
を
與

へ
る
。

富

は
誇
り
と
な
る
。
斯
く
て
米
國
人
に
と

つ
て
は
各
個
人
の
誇
り
は
國
民
的
及
び
個
人
的

の
活
動
力
と
奉
仕
と
の
象

徴
と
し
て
の
國
の

「
富
」
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
之
を

一
般
的
に
言

へ
ば
、
生
産
に
結
び
つ
く
思
想
行
程
は
樂

観
的
経
濟
心
理
を
満
足
し
、
分
配

の
見
地
は
悲
観
的
見
解

の
上
に
樹
立
せ
ら
れ
る
と

い
ふ
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
。




